
音楽 

芸術科 音楽Ⅰ 

創作「身の周りの環境音を使って音楽をつくろう」 

 

 今年度の音楽Ⅰでは、２学期に「身の回りの環境音を使って音楽をつくろう」という題材のもと、創作の授業を行った。 

本題材では、生徒が身の周りの環境音に耳を澄ませ、そこに含まれる音色や質感、リズムを音楽の素材として捉え、創造

的に表現する力を育成することを目的とした。ICT（ガレージバンド等の DAW ソフト）を活用した録音や編集の活動を通

して、音を扱う技能を身に付けるとともに、「どの音を選び、どのように組み合わせるか」を考える過程で、思考力・判断力・

表現力の向上を図った。 

また、制作した作品を仲間と共有することで、多様な感じ方や価値観を尊重し合い、音楽を生活や社会と結びつけて捉

える態度を育むことが出来た。さらに、1学期に取り組んだボディーパーカッションの学習を土台とし、身体の音から環境の

音へと対象を広げることで、音楽素材の多様性や、日常生活の中に音楽が存在していることへの気付きを促した。 

導入では身の周りの音に耳を傾け、環境音に意識を向けるとともに、その音の雰囲気や特徴を４つに分類して捉えた。 

 

 

創作の手順 

① 曲のテーマを決める。 

② 8ビート・１６ビートのリズムパターンを選択する。 

③ リズムパターンの音をそれぞれ決めて録音する。 

④ 音素材を集めて、曲の雰囲気に合うように貼り付ける。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品発表でのワークシート 

 

 


